




 

3 

６ 参加者の住所（７会場の合計） 
                                                                                                                                                                                            （単位：人） 

市町村名 人数 市町村名 人数 

長野市 126 小海町 1 

松本市 43 軽井沢町 6 

上田市 48 御代田町 1 

岡谷市 7 長和町 4 

飯田市 11 下諏訪町 1 

諏訪市 7 富士見町 3 

須坂市 28 辰野町 6 

小諸市 10 箕輪町 6 

伊那市 18 南箕輪村 2 

駒ヶ根市 10 中川村 1 

中野市 13 高森町 1 

大町市 10 阿智村 4 

飯山市 3 下條村 ３ 

茅野市 12 喬木村 2 

塩尻市 19 生坂村 1 

佐久市 22 山形村 3 

千曲市 18 池田町 5 

東御市 7 松川村 4 

安曇野市 28 坂城町 2 

  小布施町 5 

  

高山村 3 

        

山ノ内町 2 

  

飯綱町 ４ 

  

小川村 2 

 

 

県内計県内計県内計県内計    512512512512    

  群馬県 2 

  

埼玉県 １ 

  

千葉県 1 

  

東京都 2 

  

新潟県 ７ 

  

島根県 1 

 

 

県外計県外計県外計県外計    14141414    

  

不明 31 

  

合計合計合計合計    557557557557    
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９ 説明会に参加した理由（複数回答） 

    

    

10 新県⽴大学の魅⼒（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23人

10人

57人

40人

341人

387人

0 100 200 300 400 500

その他

友人・知人等から勧められたから

親から勧められたから

学校の先生から勧められたから

進学先として考えているから

新県立大学に興味があったから

11人

198人

40人

155人

154人

298人

308人

250人

175人

0 100 200 300 400

その他

学費

教員

カリキュラム（教育内容）

学部・学科構成

少人数授業

海外プログラム

学生寮

大学の理念

（人） 

（人） 
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12人

51人

96人

96人

0 20 40 60 80 100 120

わからない

こども学科

食健康学科

グローバルマネジメント学科

11-1 あなたは、⻑野県⽴大学（仮称）の⼊学を希望し（させ）ますか（回答者全体） 

    

11-2 希望する場合の学科 
（11-1「⼊学を希望する」「受験先の一つとして考える」（507 人）の内訳） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12-1 あなたは、⻑野県⽴大学（仮称）の⼊学を希望しますか（⾼校⽣ 262 人） 

    

12-2 希望する場合の学科 
（12-1「⼊学を希望する」「受験先の一つとして考える」（255 人）の内訳） 
 
 
 
 
 
 
 
 

32人

17人

1人

286人

221人

0 100 200 300 400

不明

わからない

入学を希望しない

受験先の候補の一つとして考える

入学を希望する

（人）

1人

5人

1人

160人

95人

0 50 100 150 200

不明

わからない

入学を希望しない

受験先の候補の一つとして考える

入学を希望する

（人） 

（人） 

28人

7人

104人

167人

201人

0 50 100 150 200 250

わからない

複数

こども学科

食健康学科

グローバルマネジメント学科

(人）
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15 大学説明会の感想及び新県⽴大学に対する意⾒（抜粋） 
（１）⾼校⽣ 
＜第１回（東信会場）＞ 
１ 私は管理栄養⼠になりたいと思っていて、この⼤学に興味を持ちました。英語にも興味があ

るので、説明会でどの学科も英語に⼒を⼊れ、留学があるということで、⾃分の興味のある２
つのことに⼒を⼊れていてよいと思いました。 

２ 保育⼠を目指しているので、こども学科の志望で説明会に参加させていただきましたが、英
語も好きなので、英語の集中プログラムが全学部必修であるのは⼤変魅⼒的でした。専門科目
と英語が両方同等位学べる学校は少ないと思うのでとてもいいなと思いました。 

３ 寮⽣活が嫌だなあと思っていましたが、説明を聞いて、親から⾃⽴できるので、いいかもと
思えました。英語が苦手で、でもこの⼤学にどうしても⼊りたいので、あと1年本気で頑張ろう
と思いました。 

＜第２回（北信会場①）＞ 
４ 1年次は全寮制だと初めて伺った際、なぜ市内出⾝の学⽣も⼊寮しなければならないのかと疑

問に思っていました。しかし、今⽇、全寮制における明確な目的を知り、勉学では⾝に付ける
ことのできない対⼈関係や⾃⽴する⼒などが⽇常的に養成できるという点に感銘を受けました。
また、学⽣寮に限らず、少⼈数授業や海外プログラム、コミュニケーション⼒の養成や学費、
どの点においても⻑野県にしかできない、貴学にしかできない点だと感じ、ますます⼊学した
いと感じました。 

５ 本⽇の説明会に参加させていただき⻑野県⽴⼤学について理解することができました。⾷健
康学科なども模擬授業があると更によかったと思います。⼤変有意義な説明会でした。ありが
とうございました。 

６ これから世界とのつながりが増えていくこともあり、海外で全員が留学経験をすることがで
きて、４学期に構成されていて、それがカリキュラムに組み込まれているのがすごくいいと思
ったし留学してみたいと思いました。 

７ 今までホームページの中でしかわからなかった⻑野県⽴⼤学の様⼦を、今回の説明会で詳し
く知ることができて良い機会、時間を過ごせました。⻑野県⽴⼤学は、他の⼤学と⽐べて、少
⼈数での授業が特色の一つであると知りました。私は、少⼈数にすることで、より詳しく、ま
た、質問等がしやすく先⽣ともたくさん接することができるなと思いました。先⽣と近い距離
で一緒に学ぶことができて、また、早い段階でゼミがあり、多くの先⽣と学べるが、私にとっ
てすごく魅⼒的だなと感じました。また、教育歴や実績が豊富な先⽣方がたくさん来る予定と
聞いて、そんな先⽣方と学んでみたいと思いました。 

８ 新県⽴⼤学は他の⼤学にはない素晴らしい制度がたくさんあり、とても魅⼒的に感じました。
「グローバル」がとにかく⼤切だと⾔うことがよく分かりました。今「グローバル」という⾔
葉をよく⽿にします。世界中の⼈々と会話をしたり、仕事をしたり情報を分け合うなど、たく
さんの関わりを持ち、そこから⽣まれる「世界中のつながり」というものが、今一番⼤切なの
ではないかと改めて感じました。この説明会を受けて⾃分ももっと英語を勉強し、世界中の⼈々
との関わりを持ち、世界中が一体化できるような仕事をしたいなと思いました。 

＜第３回（南信会場）＞ 
９ 本⽇はありがとうございました。私はグローバルマネジメント学科を希望としています。⻑

野県⽴⼤学は他の⼤学とはまた違い、経済や⾏政、財政、政治なども交えて学んでいくことに



 

9 

興味を持ちました。正直、偏差値や雰囲気など想像できないことばかりですが、海外プログラ
ムもまたひかれました。少し私の中で、グローバルマネジメントと聞くと固いイメージを持っ
てしまいます。今⽇の会でも少し固くなってしまいました。また、⾃分でも調べて⻑野県⽴⼤
学について知っていこうと思います。本⽇はありがとうございました。 

10 知りたいことがわかったし、説明を聞いたらすごく⼊学したくなりました。勉強して絶対⼊
学します。 

11 地元であり、国公⽴⼤学ということから、説明会に参加させていただきました。私は⾷健康
学科に興味があります。特に今⽇感じたこととして、グローバルマネジメント学部と関連した
部分が多いと思いました。ただ、⾷健康ということを学ぶのではなく、世界を⾒据えていると
ころや経営的なセンスも磨けるところが魅⼒だと感じました。また、よく健康に関して有名で
ある⻑野県で、栄養学を学べるところも良いと思います。新しい学校ということで、学⼒の⾯
や資格をどのくらいの⼈が取得できるのか、就職についてなどわからない、不安な部分もある
と思いますが、期待しているところもたくさんあります。私が⼊学させていただけるとしたら、
２年目になると思います。１年どのような様⼦なのか⾒させていただけると思うので、⼤学の
様⼦などを感じたり説明を通じて⻑野県⽴⼤学を考えていきたいです。本⽇は、新しくできる
⼤学について説明を聞くことができて良かったです。ありがとうございました。 

＜第４回（北信会場②）＞ 
12 ⾷健康学科やこども学科にもなぜ海外プログラムがあるのだろう？と思っていましたが、質

問に関しての答えや、説明から、⽇本だけで考えていくのは難しく、異⽂化社会になっていく
中で対応していくには、英語⼒も必要だし、海外の考え方や制度も含めて考え、取り組んでい
かなければならない。そのために視野を⼤きく広げたり、新しい考え、⽂化に触れたり、こん
な目的も踏まえて海外プログラムを⾏うことは必要だなと思うことができました。少⼈数教育
について、教員１⼈に対しての学⽣数が本当に少なく、一⼈一⼈しっかり⾒ていただけるんだ
なと思いました。説明にあった「今はまだブランド⼒がないけれど、就職経路はしっかりと作
っていく。」というお話や様々な方の協⼒、⽀えがあることを聞いてしっかりと将来、またそ
の先まで考えていけるんだろうと思うことができました。まだ詳しくは決まっていないと思い
ますが、寮⽣活について門限や寮を数⽇空けていいのかなど知りたいと思いました。説明を受
けて、もっと興味が出てきたので、今後受験先の候補の一つとして考えていきたいと思いまし
た。ありがとうございました。 

13 ⼤学像や学部について、楽しく分かりやすく説明してもらうことができたので、色々と知れ
て良かったです。⼤学の理念や１年次の全寮制など、とても素晴らしいと思いました。なかで
も、「海外プログラム」には特に興味があります。⼤学⽣になったら、⾃主的にでも海外に⾏
って勉強してみたいと思っていたので、⼤学側がこんなにも熱心にサポートしてくれるのはい
いなと思いました。今⽇はありがとうございました。 

14 新しくできるグローバルマネジメント学科で英語を中心に学び、先⽣たちとコミュニケーシ
ョンをとりながら、やっていけたらいいなと感じました。少⼈数授業で先⽣たちと多く関わり
ながら、勉強できることが良いなと思いました。海外プログラムで短期留学をしていろいろな
視点から学ぶことができていいなと思いました。 

15 ⻑野県⽴⼤学の説明会に来たのは初めてでしたが、各学科について先⽣方の説明でわかりや
すかった。学校の構成も学⽣を後押ししてくれるような設備、配慮が多くいいなあと思った。
英語に⼒を⼊れていくことに印象が強くなった。⾃分の進路選択の一つにしようと思った。 
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16 ⻑野県⽴⼤学についての詳細をあまり知らなかったが、説明会に参加して細かい説明を聞く
ことができたので参加してよかったと思う。また、説明会に参加して前よりも⻑野県⽴⼤学に
⼊学したい気持ちが⼤きくなりました。今後の⻑野県⽴⼤学に関する説明会やイベント等にも
進んで参加していこうと思いました。 

＜第５回（中信会場）＞ 
17 新しく県内に国公⽴の⼤学ができるということでとても興味を持っていました。また、⾃分

が学びたいと思っている英語を活用していくとのことで、⼊学先として考えています。わかり
やすい説明や質問の時間などとても充実した時間となりました。私は、グローバルマネジメン
ト学科を考えているのですが、⼊学に際して、⼊試科目や⼊学基準などがとても気になり、不
安にも思っていました。ですが、その点などについても詳しく説明があり、⼊学を具体的に考
えていこうと思いました。ありがとうございました。 

18 全員が海外研修を⾏うのは⾯⽩そうだと思った。少⼈数教育は、先⽣と近い距離で授業を受
けることができてよいと思った。早い時期からゼミを受けられるのはうれしい。 

19 ⾷健康学科とこども学科の模擬授業を受けてみたかった。 
20 新設校ということで短期⼤学から４年制⼤学になる説明を聞きに来ました。⼤学で４学期制

というのは初めて目にしましたが、多くのメリットがあると思いました。寮⽣活においても⾃
炊をするというのはなかなか良いと思いました。進学先の１つとして考えたいです。 

＜第６回（中南信会場）＞ 
21 まず、学⻑さんの教育方針、⼤学理念の考え方がすごく⽣徒に寄り添ったもので、好印象を

受けました。少⼈数で授業を受けることによって、様々な相談がしやすいし、新設ということ
で、先⽣も親⾝になってくれるのではないかと思います。グローバルマネジメント学部にも興
味を持ち、２年次に海外研修に⾏けるという点もすごく興味を持ちました。 

22 １期⽣として⼊学できる、新しい校舎で学べる、海外研修があるというところがとても魅⼒
的でした。寮⽣活を通して色々なことが学べることがわかりました。英語の⼒を⾝につけるた
めに、海外研修や英語集中プログラムがあることを知り、とても興味をもちました。 

＜第７回（東北信会場）＞ 
23 グローバルマネジメント学科は留学先の選択肢が多くて魅⼒的だと思いました。これから前

向きに考えていきたいです。 
24 少⼈数制と、１年次全寮制のよさがわかった。学⽣と先⽣の距離が近くていいと思った。 
25 １年次全寮制にする理由や、⼤学の特色、魅⼒が分かってよかったです。 
 
（２）保護者 
＜第１回（東信会場）＞ 
１ 県内で、公⽴で、安心感があります。寮⽣活を含めて、いろいろ視野が広がってすごくいい

⼤学だと思いました。グローバルと⾔われる今、是非⼊学して、頑張ってほしいと思います。 
２ 寮に⼊って、社会に少しずつ溶け込んでいける環境など、家から出させる親として、安心感

はありました。 
＜第２回（北信会場①）＞ 
３ 本⽇はありがとうございました。希望する学部、学科の説明がしっかり聞けて良かったです。

今後は授業内容ももう少し詳しく教えていただけるとありがたいです。⼤学の特⻑がよく分か
りました。新しい⼤学ということで、高校の先⽣に聞いても情報が⼊ってきません。HP等でで
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きるだけ発信してほしいです。 
４ 学⻑予定者の話、素晴らしい。⾃⾝が⼊学したいくらいです。他の公⽴⼤学との差別化が明

確である。是非とも素晴らしい⼤学となってほしい。 
５ ⻑野県⽴⼤学がより⾝近に感じられました。寮⽣活は、良い経験ができると思います。どん

な経歴を持った先⽣方が来られるのか知りたかったです。 
＜第３回（南信会場）＞ 
6 学⻑のお話、寮⽣活、少⼈数制、海外プログラム、学費の⾯、とても興味を持ち、⼦供が選択

するのであれば応援したいなあと思いました。 
７ 本⽇は南信にて説明会を開催していただきありがとうございました。学校の先⽣からも紹介

されており、⻑野県⽴⼤学に関心がありますので、⼤変勉強になる時間となりました。今後オ
ープンキャンパスなど多数⾏っていただければ、また参加させていただきたいと考えておりま
すので、今後ともよろしくお願い致します。 

８ どの内容もとても興味深く聞くことができました。特に海外プログラムは２〜４週間で内容
のある体験、授業が受けられること、学⽣全員が⾏くこと、また準備段階での１年次の英語プ
ログラムがあること、この体験ができる学⽣はいいなと思いました。本⽇の説明会に参加して
良かったです。ありがとうございました。 

＜第４回（北信会場②）＞ 
９ ⼤学、各学部の特⻑をわかりやすく説明され、良かった。保護者の説明会では、なぜ全寮制

なのか何を目標としているのか単に住むだけの場所ではないということをとても魅⼒に感じま
した。海外留学も全員参加できるところがありがたいです。 

10 これから⾏おうとするビジョンをとても詳しく説明していただけたのでわかりやすかった
です。地域のリーダーとなれるように、全寮制で⽣活するということが興味深い点でした。社
会性を培ってもらえたらと思います。親元を離れて⾃⽴性を⾝に付けてほしいです。留学する
という点では親としては（英語が話せるか）少し心配ですが、貴重な体験ができることは羨ま
しい位です。私の想像していた⼤学⽣活と良い意味で違っていました。今持っている教育理念
が成功しますようにと願っております。今⽇はありがとうございました。 

＜第５回（中信会場）＞ 
11 準備されていた職員の方々の対応もよく説明もわかりやすく熱意が伝わってきました。こど

もは健康発達学部⾷健康学科の志望ですが、説明会前は海外研修など必要ないのではないかと
親としては思っていたのですが。説明を聞いて「何かいいかも」と考えが変わりました。あり
がとうございました。 

＜第６回（中南信会場）＞ 
12 現在の⼩・中・高の教育や社会で⽋けていることに、コミュニケーション⼒や主体性、協調

性、まさに企業が欲しい⼈材の部分だと思います。全寮制の理念はすばらしく、実現すると就
職した時に即戦⼒となる⼈材ができるのではと魅⼒があります。そんなことが県内の⼩・中・
高の教育へも⼤切さを発信していってもらえるとよいと思います。 

13 県内に⼤学ができることはありがたいです。兄２⼈は県外での⼤学⽣活を送っていますが、
⻑野県⽴⼤学は、寮⽣活という親としては、安心な⽣活環境を⼊学時からおくれることに感謝
です。コミュニケーション、⾃主性、協調性のある⼈間になれるような⽣活から考えてくれる
⼤学はここだけではないかと思えました。 

＜第７回（東北信会場）＞ 
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14 学⽣寮について、今時なぜ２⼈部屋なのか、⾷事の提供がないのかと思っていましたが、コ
ミュニケーション能⼒など、説明を聞いて、⼤学のお考えがわかり、とてもよかったです。 

15 説明する方々が⼤学設⽴に熱意をもっている姿勢がとてもよかったです。⼦供を安心して任
せられると思いました。 

16 ⼤学⽣活の若い時に地域のリーダーを養成する点や、１年次全寮制により⼈間⼒を⾝に付け
ようとする教育に非常に魅⼒を感じます。是非単なるリーダーだけでなく、合意形成⼒等も併
せて⾝に付くようになればよいと思います。 

 
（３）教育関係者 
＜第１回（東信会場）＞ 
１ ⾦⽥一先⽣からの話がいい意味でくだいた説明でわかりやすく要点も絞っていただいて素晴

らしい⼤学になるのではと期待を⼤きく持たせていただきました。４学期制、寮⽣活、短期海
外研修等、独⾃の教育理念に沿った学校になることで、県内の優秀な学⽣を教育していただい
て、地域を活性化してくれる⼈材の育成が進むのではないかと楽しみになりました。グローバ
ルマネジメント学部の模擬授業は、社会⼈の我々でも⼤変参考になるお話で、この学部の必要
性を認識できました。各学部ともパンフに書いていない詳細な部分まで説明していただき、参
加して良かったと思いました。 

２ ⼤学の理念等の志の高さは感じられた。ただ、高校⽣のニーズに合っているのか、志望する
⽣徒が受験するのかが疑問である。栄養⼠になりたい、保育⼠になりたいという高校⽣は多い
が、留学は必要ないと考える地元（北信地区）の高校⽣もいる。他の⼤学を受験するのではな
いかと思う。高校⽣に対して、丁寧な説明をしてほしい。 

＜第２回（北信会場①）＞ 
３ ⼊学者にどのような⽣徒が集まってくるか未知なので、雰囲気等どうなっていくのか⾒えな

いですが、今⽇の説明を聞く限り、とても魅⼒的な⼤学だと感じました。ありがとうございま
した。 

4 学⻑予定者の先⽣をはじめ、各学科の先⽣方には詳しいご説明をいただきありがとうございま
した。教員ですので、学校に戻りましたら本⽇の内容を⽣徒に伝え、是非一⼈でも多く⻑野県
⽴⼤学で学ぶことができるよう、指導してまいりたいと思います。 

＜第６回（中南信会場）＞ 
５ 概要についてはよくわかりました。気になるのは偏差値。⽣徒にすすめられるかどうか気に

なります。海外研修が準備されている点が魅⼒です。レスターとか名門だけでなく、海外でも
少⼈数が⽣かされる教育が継続できる保障があればすばらしいと思います。 

＜第７回（東北信会場）＞ 
６ 詳しいお話をいただき、ありがとうございました。新年度の進路指導の参考になりました。 
７ グローバルマネジメント学科にとても興味を持ちました。⻑野で（地元で）開設していただ

けるのが嬉しいです。 
 























































　
・
大

学
へ

の
進

学
率

が
５

０
％

を
超

え
、

大
学

数
も

増
加

し
て

い
る

が
、

入
学

者
数

は
ほ

ぼ
横

ば
い

　
（
１

）
高

等
教

育
を

受
け

る
機

会
の

充
実

　
（
１

）
高

等
教

育
を

受
け

る
機

会
の

充
実

　
（
１

）
高

等
教

育
を

受
け

る
機

会
の

充
実

　
（
１

）
高

等
教

育
を

受
け

る
機

会
の

充
実

　
・
短

大
へ

の
進

学
率

は
Ｈ

６
年

を
ピ

ー
ク

に
低

下
し

て
お

り
、

短
大

数
、

入
学

者
数

と
も

に
減

少
・
県

内
大

学
へ

の
進

学
を

希
望

す
る

高
校

生
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

、
新

た
な

選
択

肢
を

提
供

す
る

こ
と

　
・
大

学
全

入
時

代
を

迎
え

、
学

生
の

確
保

が
重

要
な

課
題

・
低

廉
な

学
費

で
大

学
教

育
を

提
供

す
る

こ
と

　
・
公

立
大

学
が

増
加

す
る

一
方

で
、

公
立

短
大

は
ピ

ー
ク

時
の

１
／

３
に

減
少

　
（
２

）
地

域
を

担
う

人
材

の
育

成
　

（
２

）
地

域
を

担
う

人
材

の
育

成
　

（
２

）
地

域
を

担
う

人
材

の
育

成
　

（
２

）
地

域
を

担
う

人
材

の
育

成

・
企

業
や

県
民

が
求

め
る

地
域

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
た

人
材

を
育

成
す

る
こ

と

・
質

の
高

い
高

等
教

育
の

提
供

に
よ

り
、

県
内

外
か

ら
優

秀
な

学
生

を
集

め
県

内
へ

の
定

着
を

図
る

こ
と

　
・
Ｈ

2
2
年

の
大

学
進

学
率

は
４

３
．

７
％

で
全

国
２

９
位

、
大

学
の

収
容

力
は

全
国

最
低

水
準

　
（
３

）
地

域
振

興
・
活

性
化

へ
の

貢
献

　
（
３

）
地

域
振

興
・
活

性
化

へ
の

貢
献

　
（
３

）
地

域
振

興
・
活

性
化

へ
の

貢
献

　
（
３

）
地

域
振

興
・
活

性
化

へ
の

貢
献

　
・
Ｈ

2
2
年

の
短

大
進

学
率

は
９

．
６

％
で

全
国

１
位

、
短

大
の

収
容

力
は

全
国

上
位

・
産

学
官

連
携

の
推

進
や

全
県

的
な

課
題

解
決

へ
の

取
組

に
よ

り
、

個
性

あ
る

地
域

づ
く
り

に
つ

な
げ

て
い

く
こ

と

　
（
４

）
長

野
県

の
高

等
教

育
の

振
興

　
（
４

）
長

野
県

の
高

等
教

育
の

振
興

　
（
４

）
長

野
県

の
高

等
教

育
の

振
興

　
（
４

）
長

野
県

の
高

等
教

育
の

振
興

・
県

内
大

学
間

の
連

携
を

推
進

し
、

高
等

教
育

全
体

の
魅

力
向

上
を

図
り

、
高

校
生

や
企

業
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
こ

と

・
長

野
県

の
高

等
教

育
全

体
の

振
興

と
い

う
観

点
か

ら
必

要
な

支
援

を
行

う
こ

と

・
志

願
状

況
、

就
職

状
況

は
概

ね
良

好
で

あ
る

が
、

将
来

に
わ

た
り

学
生

を
確

保
し

続
け

る
こ

と
へ

の
懸

念

・
資

格
を

取
得

し
て

も
就

職
に

活
か

す
こ

と
が

困
難

・
短

大
の

課
程

の
ま

ま
で

は
、

学
生

や
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

、
充

実
し

た
高

等
教

育
を

提
供

す
る

こ
と

が
困

難

　
（
１

）
基

本
的

な
考

え
方

　
（
１

）
基

本
的

な
考

え
方

　
（
１

）
基

本
的

な
考

え
方

　
（
１

）
基

本
的

な
考

え
方

　
（
４

）
地

域
貢

献
活

動
　

（
４

）
地

域
貢

献
活

動
　

（
４

）
地

域
貢

献
活

動
　

（
４

）
地

域
貢

献
活

動

・
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

に
対

応
で

き
る

知
識

・
技

能
を

身
に

つ
け

、
地

域
課

題
の

解
決

に
積

極
的

に
関

わ
り

、
・
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

に
対

応
で

き
る

知
識

・
技

能
を

身
に

つ
け

、
地

域
課

題
の

解
決

に
積

極
的

に
関

わ
り

、
・
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

に
対

応
で

き
る

知
識

・
技

能
を

身
に

つ
け

、
地

域
課

題
の

解
決

に
積

極
的

に
関

わ
り

、
・
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

に
対

応
で

き
る

知
識

・
技

能
を

身
に

つ
け

、
地

域
課

題
の

解
決

に
積

極
的

に
関

わ
り

、
・
産

学
連

携
の

推
進

や
、

県
・
市

町
村

と
連

携
し

地
域

の
課

題
解

決
の

た
め

の
教

育
・
研

究
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

　
地

域
の

発
展

の
た

め
に

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
貢

献
で

き
る

人
材

を
育

成
す

べ
き

で
あ

る
。

　
地

域
の

発
展

の
た

め
に

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
貢

献
で

き
る

人
材

を
育

成
す

べ
き

で
あ

る
。

　
地

域
の

発
展

の
た

め
に

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
貢

献
で

き
る

人
材

を
育

成
す

べ
き

で
あ

る
。

　
地

域
の

発
展

の
た

め
に

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
貢

献
で

き
る

人
材

を
育

成
す

べ
き

で
あ

る
。

　
シ

ン
ク

タ
ン

ク
と

し
て

の
役

割
を

果
た

し
て

い
く
こ

と
が

重
要

。

・
長

野
県

の
知

的
拠

点
と

し
て

、
長

野
県

産
業

の
振

興
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
生

涯
学

習
機

能
を

充
実

す
る

・
長

野
県

の
知

的
拠

点
と

し
て

、
長

野
県

産
業

の
振

興
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
生

涯
学

習
機

能
を

充
実

す
る

・
長

野
県

の
知

的
拠

点
と

し
て

、
長

野
県

産
業

の
振

興
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
生

涯
学

習
機

能
を

充
実

す
る

・
長

野
県

の
知

的
拠

点
と

し
て

、
長

野
県

産
業

の
振

興
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
生

涯
学

習
機

能
を

充
実

す
る

　
（
５

）
生

涯
学

習
機

能
の

提
供

等
　

（
５

）
生

涯
学

習
機

能
の

提
供

等
　

（
５

）
生

涯
学

習
機

能
の

提
供

等
　

（
５

）
生

涯
学

習
機

能
の

提
供

等

　
な

ど
広

く
県

民
に

開
か

れ
た

大
学

を
め

ざ
す

べ
き

で
あ

る
。

　
な

ど
広

く
県

民
に

開
か

れ
た

大
学

を
め

ざ
す

べ
き

で
あ

る
。

　
な

ど
広

く
県

民
に

開
か

れ
た

大
学

を
め

ざ
す

べ
き

で
あ

る
。

　
な

ど
広

く
県

民
に

開
か

れ
た

大
学

を
め

ざ
す

べ
き

で
あ

る
。

・
科

目
等

履
修

制
度

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

、
公

開
講

座
な

ど
、

地
域

に
開

か
れ

た
大

学
を

め
ざ

す
こ

と
が

必
要

。

・
県

内
外

か
ら

優
秀

な
学

生
を

集
め

る
こ

と
が

で
き

る
特

色
と

魅
力

を
備

え
た

大
学

と
な

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
・
県

内
外

か
ら

優
秀

な
学

生
を

集
め

る
こ

と
が

で
き

る
特

色
と

魅
力

を
備

え
た

大
学

と
な

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
・
県

内
外

か
ら

優
秀

な
学

生
を

集
め

る
こ

と
が

で
き

る
特

色
と

魅
力

を
備

え
た

大
学

と
な

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
・
県

内
外

か
ら

優
秀

な
学

生
を

集
め

る
こ

と
が

で
き

る
特

色
と

魅
力

を
備

え
た

大
学

と
な

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
　

（
６

）
県

内
大

学
と

の
連

携
　

（
６

）
県

内
大

学
と

の
連

携
　

（
６

）
県

内
大

学
と

の
連

携
　

（
６

）
県

内
大

学
と

の
連

携

・
県

内
大

学
と

の
連

携
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

長
野

県
の

高
等

教
育

の
充

実
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
必

要
。

　
（
２

）
人

材
育

成
の

分
野

　
（
２

）
人

材
育

成
の

分
野

　
（
２

）
人

材
育

成
の

分
野

　
（
２

）
人

材
育

成
の

分
野

・
県

内
大

学
と

の
協

議
を

通
じ

、
効

果
的

な
連

携
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

・
地

域
の

課
題

解
決

の
た

め
の

企
画

立
案

や
地

域
づ

く
り

に
主

体
的

に
関

わ
る

人
材

、
世

界
を

視
野

に
入

れ
た

　
（
７

）
そ

の
他

　
（
７

）
そ

の
他

　
（
７

）
そ

の
他

　
（
７

）
そ

の
他

　
企

業
経

営
や

経
営

課
題

解
決

に
必

要
な

専
門

知
識

等
を

身
に

付
け

た
人

材
の

育
成

が
必

要
。

・
設

置
場

所
は

、
学

生
や

教
員

確
保

の
観

点
、

県
内

高
等

教
育

機
関

の
設

置
状

況
、

既
存

施
設

の
有

効
活

用
、

県
の

　
（
３

）
特

色
あ

る
教

育
内

容
　

（
３

）
特

色
あ

る
教

育
内

容
　

（
３

）
特

色
あ

る
教

育
内

容
　

（
３

）
特

色
あ

る
教

育
内

容
　

財
政

状
況

等
を

踏
ま

え
て

判
断

す
べ

き
で

あ
る

。

・
実

行
力

・
協

調
性

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

な
ど

の
育

成
や

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
重

視
・
大

学
の

規
模

は
、

県
内

大
学

の
状

況
や

県
の

財
政

負
担

等
を

考
慮

し
、

適
正

な
規

模
と

す
べ

き
で

あ
る

。

・
徹

底
し

た
語

学
教

育
に

よ
る

外
国

語
を

ツ
ー

ル
と

し
て

使
い

こ
な

す
能

力
の

養
成

や
留

学
生

交
流

の
推

進
・
運

営
体

制
は

、
教

育
・
研

究
活

動
等

の
充

実
、

人
事

・
予

算
執

行
等

運
営

面
で

の
柔

軟
性

、
財

政
的

な
観

点
な

ど

・
公

立
大

学
の

特
色

と
し

て
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
重

視
し

た
教

育
や

郷
土

愛
を

育
む

教
育

 
 
な

ど
　

か
ら

最
も

適
切

な
形

態
を

検
討

し
た

う
え

で
決

定
す

べ
き

で
あ

る
。

長
野

県
短

期
大

学
の

将
来

構
想

に
関

す
る

検
討

委
員

会
　

報
告

書
　

（
平

成
2
3
年

7
月

）
　

【
概

要
】

長
野

県
短

期
大

学
の

将
来

構
想

に
関

す
る

検
討

委
員

会
　

報
告

書
　

（
平

成
2
3
年

7
月

）
　

【
概

要
】

長
野

県
短

期
大

学
の

将
来

構
想

に
関

す
る

検
討

委
員

会
　

報
告

書
　

（
平

成
2
3
年

7
月

）
　

【
概

要
】

長
野

県
短

期
大

学
の

将
来

構
想

に
関

す
る

検
討

委
員

会
　

報
告

書
　

（
平

成
2
3
年

7
月

）
　

【
概

要
】

　
長

野
県

の
高

等
教

育
を

よ
り

一
層

充
実

す
る

た
め

、
長

野
県

短
期

大
学

を
改

組
し

、
新

た
な

公
立

４
年

制
大

学
に

転
換

す
る

こ
と

が
必

要

　
長

野
県

の
高

等
教

育
が

今
後

も
県

内
高

校
生

や
企

業
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

て
い

く
た

め
に

　
は

、
高

校
生

の
進

学
の

選
択

肢
拡

大
と

と
も

に
、

全
体

と
し

て
一

層
の

魅
力

向
上

が
必

要

　
長

野
県

短
期

大
学

が
学

生
の

ニ
ー

ズ
の

多
様

化
や

社
会

の
ニ

ー
ズ

の
高

度
・
専

門
化

に

　
対

応
し

て
い

く
た

め
に

は
、

抜
本

的
な

改
革

が
必

要

６ ６６６
め
ざ
す
べ
き
大
学
像

め
ざ
す
べ
き
大
学
像

め
ざ
す
べ
き
大
学
像

め
ざ
す
べ
き
大
学
像

○
大

学
進

学
を

希
望

す
る

高
校

生
の

進
学

希
望

先

⇒
 
県

外
大

学
へ

の
進

学
希

望
が

７
３

．
４

％

○
高

校
生

が
県

外
大

学
に

進
学

を
希

望
す

る
理

由

⇒
 
県

内
に

進
学

し
た

い
大

学
が

な
い

。
（
第

１
位

）

県
内

に
希

望
す

る
学

部
・
学

科
の

あ
る

大
学

が
な

い
。

（
第

２
位

）

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
（
H

2
2
年

5
～

7
月

県
実

施
）

５ ５５５
新

た
な

公
立

４
年

制
新

た
な

公
立

４
年

制
新

た
な

公
立

４
年

制
新

た
な

公
立

４
年

制
大
学
の
設
置

大
学
の
設
置

大
学
の
設
置

大
学
の
設
置

１ １１１
高

等
教

育
を

取
り

巻
く
環

境
の

変
化

高
等

教
育

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

高
等

教
育

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

高
等

教
育

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

２ ２２２
長

野
県

の
高

等
教

育
の

現
状

と
課

題
長

野
県

の
高

等
教

育
の

現
状

と
課

題
長

野
県

の
高

等
教

育
の

現
状

と
課

題
長

野
県

の
高

等
教

育
の

現
状

と
課

題

４ ４４４
長

野
県

短
期

大
学

の
現

状
と

課
題

長
野

県
短

期
大

学
の

現
状

と
課

題
長

野
県

短
期

大
学

の
現

状
と

課
題

長
野

県
短

期
大

学
の

現
状

と
課

題

３ ３３３
長

野
県

の
高

等
教

育
に

お
い

て
県

が
果

た
す

べ
き

役
割

長
野

県
の

高
等

教
育

に
お

い
て

県
が

果
た

す
べ

き
役

割
長

野
県

の
高

等
教

育
に

お
い

て
県

が
果

た
す

べ
き

役
割

長
野

県
の

高
等

教
育

に
お

い
て

県
が

果
た

す
べ

き
役

割

高
校

生
及

び
企

業
の

約
６

割
、

県
民

の
約

７
割

が

新
た

な
公

立
４

年
制

大
学

の
設

置
を

希
望

、
あ

る

い
は

設
置

が
必

要
と

回
答

。

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
（
H

2
2
年

5
～

7
月

県
実

施
）
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